
   
 

《資料１》アンケート調査結果 

 

本小委員会では，維持管理マニュアルを作成するにあたり，道路橋床版に関する維持管理の実態について

2009 年に各道路機関（国土交通省，公団，市町村）に対して，以下の項目についてアンケート調査および聞

き取り調査を実施した． 

 

【アンケートの調査項目】 

①床版の維持管理について問題となっている事項 

②今後必要な維持管理項目 

③床版の劣化損傷実態と損傷の主たる原因 

④床版の劣化損傷グレードを判定する際の評価指針，および点検，補修・補強工事での新たな詳細調査，モ

ニタリング技術などの取組状況 

⑤床版の使用限界状態に関する管理者の判断指標 

⑥管理する道路の特徴を踏まえた対策工法の設計・施工上の留意点 

⑦対策工法のコスト、維持管理コスト、社会的コスト等）および算出手法 

⑧舗装補修時に見られる床版上面の劣化損傷実態（舗装補修に合わせた床版補修の実態） 

⑨床版の点検手法など，維持管理の実態 

⑩床版の補修・補強に対する対策工法の種類，採用比率，選定理由 

⑪床版の補修・補強後の状況、再劣化とその対策事例 

⑫長寿命化（アセットマネジメント）の実施状況の有無，事例 

⑬床版の維持管理（健全性評価、対策工法選定）に関して当委員会に求めるもの 

⑭道路橋床版の維持管理全般に関する自由意見 
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国
土
交
通
省
な
ど

公
団
な
ど

県
市
町
村
な
ど

備
考

①
床
版
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

問
題
と
な
っ
て
い
る
事
項

・
床
版
の
抜
け
落
ち
が
解
消
さ
れ
な
い
．

・
凍
結
防
止
剤
に
よ
る
塩
害
に
よ
る
床
版
上
面
の
劣
化
，
凍
害
に
起
因

す
る
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
，
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
、
砂
利
化
（
寒
冷
地
の
問
題
）

・
床
版
上
面
で
は
，
劣
化
損
傷
が
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
誘
発
な
ど
，
路
面

の
平
坦
性
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
．

・
床
版
上
面
か
ら
の
対
策
で
は
交
通
規
制
が
必
要
で
あ
る
．

・
床
版
下
面
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
、
抜
け
落
ち
の
問
題
が
懸
念

さ
れ
る
．

・
凍
結
防
止
剤
に
よ
る
塩
害
に
よ
る
床
版
上
面
の
劣
化
，
凍
害
に
起
因

す
る
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
，
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
、
砂
利
化
（
寒
冷
地
の
問
題
）

耐
荷
補
強
部
の
再
補
強

・
一
定
の
対
策
を
行
っ
て
お
り
，
特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
項
は
な
い

と
い
う
回
答
が
多
い
．

床
版
の
抜
け
落
ち
，
鋼
板
接
着
部
，

張
り
出
し
部
，凍

結
防
止
剤
に
よ
る

上
面
の
劣
化
，劣

化
度
判
定
と
補
修

工
法
選
定
の
リ
ン
ク
付
け
に
集
約

さ
れ
る
.

②
今
後
必
要
な
維
持
管
理
項
目

・
橋
面
舗
装
の
維
持
管
理
の
改
善

・
積
雪
寒
冷
地
に
特
化
し
た
点
検
手
法

・
目
視
点
検
を
補
完
す
る
効
率
的
な
点
検
手
法

・
下
面
に
加
え
、
舗
装
面
か
ら
の
点
検

・
床
版
の
耐
荷
安
全
性
お
よ
び
使
用
性
を
定
量
的
に
評
価
す
る
指
標
と

そ
の
点
検
・
調
査
手
法

・
床
版
の
補
修
工
法
選
定
に
関
す
る
LC
C
評
価
手
法

・
検
査
診
断
技
術
の
高
度
化
や
点
検
員
の
技
能
向
上

・
効
率
的
な
点
検
，
補
修
工
法
の
開
発

・
各
種
床
版
の
健
全
性
照
査
手
法
の
確
立

点
検
技
術
の
向
上
，効

率
的
な
点
検

手
法
・
補
修
工
法
，
鋼
板
付
き
床
版

部
の
状
態
確
認
，橋

面
舗
装
の
維
持

管
理
の
改
善
，健

全
性
評
価
手
法
の

確
立
に
集
約
さ
れ
る
．

③
床
版
の
劣
化
損
傷
実
態
と
損

傷
の
主
た
る
原
因

・
舗
装
損
傷
部
か
ら
侵
入
し
た
水
に
よ
る
疲
労
損
傷
，
抜
け
落
ち
，
塩
害

・
床
版
上
面
：
舗
装
の
ひ
び
割
れ
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

・
床
版
下
面
：
遊
離
石
灰
を
伴
う
ひ
び
割
れ
（
重
交
通
路
線
）、

鉄
筋
腐
食
に
伴
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
離
（
凍
結
防
止
の
散
布
量
が
多
い
地
域
）

打
継
目
か
ら
の
漏
水
、
お
よ
び
遊
離
石
灰
、
そ
れ
に
伴
う
か
ぶ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離

上
面
：
舗
装
路
面
の
ひ
び
割
れ
，
ポ

ッ
ト
ホ
ー
ル

下
面
：
遊
離
石
灰
を
有
す
る
ひ
び
割

れ

に
集
約
さ
れ
る
．

④
床
版
の
劣
化
損
傷
グ
レ
ー
ド

を
判
定
す

る
際
の

評
価

指

針
，
お
よ
び
点
検
，
補
修
・

補
強
工
事
で
の
新
た
な
詳
細

調
査
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

な
ど
の
取
組
状
況

・
橋
梁
定
期
点
検
要
領
（
案
）（

国
土
交
通
省

H1
6.
3）

に
よ
る
点
検
を

実
施

・
独
自
の
点
検
要
領
に
よ
る
．

・
新
た
な
詳
細
調
査
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
と
し
て
は
，
画
像
複
合
法

に
よ
る
損
傷
判
定
（
記
録
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
後
，
撮
影
角
度
，

倍
率
を
同
一
に
な
る
よ
う
補
正
し
重
ね
合
せ
る
），

ポ
ー
ル
カ
メ
ラ

（
狭
隘
な
部
分
に
搬
入
可
能
な
簡
易
型
高
所
用
軽
量
カ
メ
ラ
）
を
活

用
し
た
点
検
技
術
，
床
版
上
面
の
浮
き
，
剥
離
の
非
破
壊
検
査
手
法

と
し
て
赤
外
線
法
，
多
配
列
レ
ー
ダ
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
．

・
国
土
交
通
省
の
橋
梁
定
期
点
検
要
領
（
案
）
に
基
づ
き
判
定
し
て
い
る
．

直
轄
，地

方
自
治
体
は
橋
梁
定
期
点

検
要
領
（
案
），

そ
の
他
は
独
自
の

各
道
路
管
理
機
関
の
要
領
を
用
い

て
い
る
．

⑤
床
版
の
使
用
限
界
状
態
に
関

す
る
管
理
者
の
判
断
指
標

・
格
子
状
の
ひ
び
割
れ
な
ど

・
点
検
要
領
に
基
づ
い
て
判
断
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
が
，
舗
装
の
ポ

ッ
ト
ホ
ー
ル
が
見
ら
れ
る
場
合
，
あ
る
い
は
床
版
下
面
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
剥
離
が
大
き
い
場
合
に
は
個
別
に
対
処

・
具
体
的
な
指
標
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
．

・
少
数
の
回
答
と
し
て
，
格
子
状
の
ひ
び
割
れ
，
床
版
下
面
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
剥
離
が
大
き
い
場
合
，
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
多
発
，
定
期
点
検

に
よ
り
対
策
の
必
要
あ
り
と
判
断
さ
れ
た
場
合
な
ど
が
あ
っ
た
．

・
具
体
的
な
指
標
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
．

直
轄
，地

方
自
治
体
は
橋
梁
定
期
点

検
要
領
（
案
），

そ
の
他
は
独
自
の

各
道
路
管
理
機
関
の
要
領
を
用
い

て
い
る
．

⑥
管
理
す
る
道
路
の
特
徴
を
踏

ま
え
た
対
策
工
法
の
設
計
・

施
工
上
の
留
意
点

・
国
道
の
交
通
条
件
，
架
橋
条
件
（
迂
回
路
の
有
無
）
に
よ
り
制
約
条

件
が
異
な
る
た
め
，
橋
梁
ご
と
に
検
討
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
．

・
そ
の
他
制
約
条
件
と
し
て
，
死
荷
重
増
の
問
題
が
あ
る
．

・
通
行
止
め
で
の
施
工
が
困
難
で
，
夜
間
の
集
中
工
事
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
場
合
が
多
い
．

・
橋
梁
ご
と
に
検
討
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
．

基
本
的
に
は
通
行
止
め
で
き
な
い

こ
と
が
問
題
で
，こ

の
よ
う
な
制
約

条
件
か
ら
，原

則
と
し
て
床
版
下
面

か
ら
の
対
策
工
法
を
採
用
し
て
い

る
道
路
管
理
機
関
も
あ
る
．

【アンケート調査のまとめ】 
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国
土
交
通
省
な
ど

公
団
な
ど

県
市
町
村
な
ど

備
考

⑦
対
策
工
法
の
コ
ス
ト
、
維
持

管
理
コ
ス
ト
、
社
会
的
コ
ス

ト
等
）
お
よ
び
算
出
手
法

・
各
機
関
の
要
領
に
基
づ
き
積
算
さ
れ
て
い
る
が
，
要
領
に
よ
ら
な
い
も
の
も
多
く
，
そ
の
部
分
は
見
積
に
よ
る
．

⑧
舗
装
補
修
時
に
見
ら
れ
る
床

版
上

面
の

劣
化
損

傷
実
態

（
舗
装
補
修
に
合
わ
せ
た
床

版
補
修
の
実
態
）

・
舗
装
補
修
時
に
床
版
補
修
を
実
施
す
る
例
は
な
い
．
あ
る
い
は
，
定
量
的
デ
ー
タ
が
な
い
と
い
う
回
答
が
大
半
で
あ
っ
た
．

⑨
床
版
の
点
検
手
法
な
ど
，
維

持
管
理
の
実
態

・
橋
梁
点
検
時
に
床
版
下
面
の
近
接
目
視
点
検
（
1
回
／
5
年
）

機
関
Ａ
：
床
版
下
面
の
近
接
目
視
・
打
音
点
検
（
1
回
／
5
年
）

機
関
Ｂ
：
巡
回
点
検
（
道
路
上
巡
回
：
2～

3
回
／
週
，
高
架
下
巡
回
：
1

回
／
月
），

徒
歩
点
検
（
道
路
上

1
回
／
5
年
，
高
架
下

2
回

／
年
ま
た
は

1
回
／
2
年
），

近
接
点
検
：
1
回
／
5
年

機
関
Ｃ
：
日
常
点
検
：
年

6
回
，
定
期
点
検

1
回
／
5～

8
年

機
関
Ｄ
：
路
下
の
徒
歩
点
検
（
1
回
／
年
）、

床
版
下
面
の
近
接
目
視
点

検
：
1
回
／
5～

7
年
（
第
三
者
被
害
優
先
）

・
大
半
は
国
土
交
通
省
の
点
検
要
領
（
案
）
に
準
拠
し
定
期
点
検
は

5
年

に
1
回
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
．
そ
の
他
，
以
下
に
示
す
回
答
も
あ
っ

た
．
近
接
目
視
：
1
回
／
10

年
を
基
本
と
し
て
損
傷
状
態
等
に
よ
り

1

回
／
3～

5
年

直
轄
，地

方
自
治
体
は
橋
梁
定
期
点

検
要
領
（
案
），

そ
の
他
は
独
自
の

各
道
路
管
理
機
関
の
要
領
を
用
い

て
い
る
．

⑩
床
版
の
補
修
・
補
強
に
対
す

る
対
策
工
法
の
種
類
，
採
用

比
率
，
選
定
理
由

・
床
版
防
水
：
シ
ー
ト
接
着
：
部
分
打
換
：
取
替
=4
:3
:2
:1

機
関
Ａ
：
床
版
防
水
：
増
厚
：
上
層
打
換
、
全
層
打
換
（
取
替
含
む
）

=5
:1
:3
:1

機
関
Ａ
：
取
替
：
下
面
増
厚
：
上
面
増
厚
：
補
強
材
接
着
=1
:1
:2
:5

機
関
Ｂ
：
床
版
防
水
：
断
面
修
復
：
炭
素
繊
維
接
着
=2
:4
:4

対
策
工
法
と
し
て
は
，
取
替
，
部
分

打
換
，
上
面
増
厚
，
下
面
増
厚
，

補
強
材
接
着
（
炭
素
繊
維
、
鋼
板

接
着
）
で
あ
る
が
，
採
用
比
率
は

各
機
関
で
異
な
っ
て
い
る
．
ま

た
，回

答
者
の
主
観
に
よ
る
部
分

も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
．

⑪
床
版
の
補
修
・
補
強
後
の
状

況
、
再
劣
化
と
そ
の
対
策
事

例

・
統
計
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
な
い
が
，
鋼
板
接
着
さ
れ
た
床
版
の
抜
け

落
ち
，
カ
ー
ボ
ン
シ
ー
ト
補
強
さ
れ
た
床
版
の
劣
化
，
抜
け
落
ち
箇

所
を
部
分
打
ち
換
え
し
た
後
，
そ
の
打
継
目
付
近
で
再
び
抜
け
落
ち

な
ど
の
事
例
あ
り
．

・
凍
害
で
脆
弱
化
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
（
寒
冷
地
），

た
だ
し
床
版
自
体
補

修
せ
ず
，
舗
装
の
み
補
修
（
パ
ッ
チ
ン
グ
補
修
）
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
．

・
部
分
打
換
箇
所
周
辺
で
も
打
継
界
面
付
近
で
の
漏
水
に
よ
り
再
劣
化

・
上
面
増
厚
と
床
版
上
面
部
の
打
継
界
面
で
の
付
着
切
れ
に
よ
り
再
劣

化

・
上
面
増
厚
後
１
０
年
以
内
に
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
発
生
す
る
事
例
あ
り
．

・
一
部
の
鋼
板
接
着
床
版
（
補
修
後

10
～
20

年
程
度
）
に
対
し
て
、
樹

脂
再
注
入
の
実
績
あ
り
．

・
把
握
し
て
い
な
い
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
．

補
修
部
そ
の
も
の
の
再
劣
化
，鋼

板

の
浮
き
な
ど
が
多
い
．
ま
た
，
把
握

で
き
て
い
な
い
機
関
も
多
い
よ
う

で
あ
る
．

⑫
長
寿
命
化
（
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
の
実
施
状
況
の

有
無
，
事
例

・
実
験
式
に
基
づ
く
劣
化
予
測
式
を

LC
C
を
考
慮
し
た
橋
梁
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
中
．（

一
部
機
関
）

機
関
Ａ
：
点
検
デ
ー
タ
か
ら
損
傷
箇
所
を
抽
出
し
，
劣
化
傾
向
を
把
握

の
上
，
現
時
点
で
の
補
修
の
優
先
度
を
決
定
．

機
関
Ｂ
：
BM
S
を
用
い
た
長
寿
命
化
計
画
は
今
後
の
取
り
組
み
課
題
．
ま

た
，
中
長
期
的
補
修
計
画
に
つ
い
て
現
在
作
成
中
．

機
関
Ａ
：
NP
M
型
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
適
用
．

機
関
Ｂ
：
橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画
作
成
の
中
で
、
床
版
の
劣
化
曲
線
等
を

用
い
て
将
来
の
維
持
管
理
費
を
算
出
し
，
橋
梁
全
体
で

LC
C
を

最
小
化
．

機
関
Ｃ
：
主
要
橋
梁
と
一
般
橋
梁
と
に
区
分
し
て
優
先
付
け
を
行
い
，
修

繕
計
画
を
作
成

各
機
関
で
積
極
的
に
検
討
さ
れ
て

い
る
．
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国
土
交
通
省
な
ど

公
団
な
ど

県
市
町
村
な
ど

備
考

⑬
床
版
の
維
持
管
理
（
健
全
性

評
価
、
対
策
工
法
選
定
）
に

関
し
て
当
委
員
会
に
求
め
る

も
の
、
そ
の
他
道
路
橋
床
版

の
維
持
管
理
全
般
に
関
す
る

自
由
意
見

・
各
工
法
の
設
計
・
施
工
に
関
す
る
留
意
点
や
現
時
点
で
の
再
評
価
，

ま
た
劣
化
事
象
の
事
実
関
係
の
共
有
と
そ
の
原
因
に
関
す
る
意
見
交

換

・
積
雪
寒
冷
地
に
特
化
し
た
対
策
（
特
に
凍
害
）
に
つ
い
て
整
理
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
．

・
健
全
度
評
価
指
針
,対

策
工
法
の
選
定
フ
ロ
ー

機
関
Ａ
：

・
床
版
の
健
全
性
評
価
を
定
量
的
に
行
う
上
で
の
点
検
方
法
（
着
目
点
）

に
つ
い
て
整
理
し
た
資
料
．

・
床
版
の
健
全
性
評
価
（
維
持
管
理
水
準
）
と
対
策
工
法
選
定
に
つ
い

て
整
理
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
．

・
床
版
の
補
修
・
補
強
工
法
（
注
入
，
増
厚
，
CF
RP

接
着
，

打
換
）
と

床
版
の
状
態
と
の
リ
ン
ク
.

（
ど
の
よ
う
な
床
版
の
状
況
な
ら
ど
の
よ
う
な
工
法
が
適
当
か
の
判

断
基
準
）

・
床
版
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
）
に
つ
い
て
具
体
的
に

整
理
し
た
資
料
（
事
例
集
）．

・
床
版
の
維
持
管
理
計
画
（
点
検
・
調
査
，
補
修
，
補
強
，
取
替
）
に

つ
い
て
整
理
し
た
技
術
資
料
．

・
床
版
（
上
・
下
面
）
の
劣
化
状
態
と
健
全
性
の
評
価
，
対
策
工
法
の

選
定
に
つ
い
て
整
理
し
た
資
料
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）．

・
各
補
修
工
法
の
耐
久
性
評
価
（
既
設
床
版
の
劣
化
状
態
，
環
境
条
件

等
別
）
.

機
関
Ｂ
：

・
床
版
の
維
持
管
理
水
準
に
つ
い
て
整
理
し
た
資
料

・
床
版
の
健
全
性
評
価
を
行
う
う
え
で
の
日
常
点
検
時
の
留
意
点
や
着

目
点
を
整
理
し
た
資
料

機
関
Ｃ
：

・
床
版
の
健
全
性
評
価
を
行
う
う
え
で
の
床
版
全
体
の
評
価
項
目
や
評

価
指
標
に
つ
い
て
整
理
し
た
資
料

・
LC
C
を
考
慮
し
た
最
適
な
補
修
・
補
強
工
法
の
選
定
と
施
工
時
期
に
つ

い
て
整
理
し
た
資
料

・
床
版
防
水
の
最
適
補
修
サ
イ
ク
ル
や
工
法
選
定
に
つ
い
て
整
理
し
た

資
料

機
関
Ａ
：

・
各
種
床
版
の
耐
用
年
数
等
に
係
る
指
標
，
各
種
床
版
の
特
性
，
性
能
の

整
理
，
補
修
補
強
事
例
な
ど
．

機
関
Ｂ
：

・
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
，
健
全
性
評
価
指
標
，
対
策
工
法
の
選
定
，
補
修
事

例
に
関
す
る
も
の
．

機
関
Ｃ
：

・
床
版
の
健

全
性
評
価
を
行
う
う
え
で
の
日
常
点
検
時
の
留
意
点
着
目
点

に
つ
い
て
整
理
し
た
資
料
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

・
床
版
の
維
持
管
理
水
準
や
対
策
工
法
選
定
に
つ
い
て
整
理
し
た
資
料
（
マ

ニ
ュ
ア
ル
）

・
全
国
的
な
橋
梁
損
傷
に
関
す
る
統
計
的
デ
ー
タ
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